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戦争のいしぶみ（２）
日清・日露戦争

　日に
っ
し
ん清
戦
争
の
農
耕
馬
徴
発
を
伝

え
る
馬
頭
尊

〔
碑
表
〕
馬
頭
観
世
音
／
相
堂
武

敬
書
（
印
）
（
印
）

〔
碑
左
〕
茲こ
と
し年
明
治
廿
七
年
八
月

一
日
宣
戦
ノ
詔
し
ょ
う
ち
ょ
く勅
下
シ
賜
ヒ
遽
に
わ
か

ニ
日
清
ノ
間
ニ
戦
端
ヲ
開
キ
、
爰こ
こ

ニ
軍
馬
ノ
必
用
ニ
接
シ
徴
発
令
ニ

応
シ
、
九
月
廿
九
日
川
越
町
喜
多

院
境
内
ニ
於
テ
馬ば
ひ
つ匹

検
査
ノ
上
、

当
梅う
め
そ
の園
村
ヨ
リ
優
抜
シ
タ
ル
牡
馬

六
頭
合
格
シ
、
十
月
二
日
東
京
近

衛
師
団
ニ
編
入
ス
ル
ノ
栄
ヲ
得
タ

リ
、
因よ
っ

テ
武
内
村
田
首し
ゅ
し
ょ
う
唱
ト
ナ
リ

有
志
等
賛
助
シ
現
世
未
来
ノ
為
メ

茲こ
こ

ニ
馬
頭
大
士
ヲ
安
置
セ
シ
メ
、

永
ク
尊
容
ヲ
崇
敬
シ
以
テ
皇
軍
全

勝
国
威
顕
揚
ノ
祈
願
ヲ
庶し
ょ
き幾
ト

云し
か
い
う爾

〔
碑
右
〕
願が
ん
に以
此し

功く
ど
く徳
普ふ
き
ゅ
う及
於お

一い
っ

切さ
い

／
我が
と
う
よ
し
ゅ
じ
ょ
う

等
与
衆
生
皆か
い
ぐ
じ
ょ
う
ぶ
つ
ど
う

共
成
仏
道

〔
碑
裏
〕
明
治
二
十
八
年
栴せ
ん
も
う蒙

協き
ょ
う
こ
う洽

　
春（
三
月
）

弥
生
吉
辰
建
立
／
入
間

郡
梅
園
村
大
字
上
谷
／
発
起
人
　

武
内
久
　
／
同
　
村
田
和
市
／
同
　

村
田
　
五
郎
／
賛
成
人
　
同
大
字

麦
原
　
冨
口
和
一
郎
／
同
小
杉
　

宮
崎
宇
吉
／
同
龍
谷
　
島
田
佐
吉

〔
台
座
〕
賛
成
員
54
名
、
世
話
人

４
名
、
石
工
１
名

　
福ふ
く
し
ま
や
す
ま
さ

島
安
正
揮き
ご
う毫
の
忠
魂
碑

　
梅
園
神
社
に
大
正
５
年
建
立
の

梅
園
村
か
ら
出
征
し
て
西せ
い
な
ん南
・
日

清
・
日に
ち
ろ露
戦
争
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵

で
戦
病
死
し
た
14
人
を
慰
霊
す
る

碑
が
あ
り
ま
す
。
表
題
は
陸
軍
大

将
の
福
島
安
正
で
す
。

〔
碑
表
〕
忠
魂
碑
／
安
正
書
／
川

越
西
連
雀
町
石
工
　
秋
葉
伊
三
郎

〔
碑
裏
〕
故
陸
軍
騎
兵
一
等
卒
　

八
木
原
又
治
郎
／
故
陸
軍
工
兵
一

等
卒
　
冨
口
彦
三
郎
／
故
陸
軍
歩

兵
二
等
卒
　
山
田
鶴
吉
／
故
陸
軍

歩
兵
伍
長
勲
八
等
功
七
級
　
吉
原

一
　
／
故
陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八

等
功
七
級
　
福
田
眞
次
郎
／
故
陸

軍
工
兵
一
等
卒
勲
八
等
　
小
峰
吉

太
郎
／
故
陸
軍
歩
兵
二
等
卒
勲
八

等
　
山
﨑
小
十
郎
／
故
陸
軍
歩
兵

一
等
卒
勲
八
等
功
七
級
　
山
口
卯

助
／
故
陸
軍
砲
兵
上
等
兵
勲
八
等
　

小
峯
文
平
／
故
陸
軍
歩
兵
一
等
卒

勲
八
等
功
七
級
　
岩
田
平
作
／
故

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
　
淺
見

満
治
／
故
陸
軍
砲
兵
一
等
卒
勲
八

等
功
七
級
　
冨
口
芳
太
郎
／
※
故

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
　

岩
田
福
太
郎
／
※
故
陸
軍
歩
兵
一

等
卒
勲
八
等
　
山
田
長
三
郎
（
※

シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
戦
病
死
者
、
追

刻
さ
れ
た
も
の
と
推
測
）

　移
転
さ
れ
た
忠
魂
碑

　
表
題
は
福
島
安
正
、
日
露
戦
争

で
ロ
シ
ア
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
た

旅り
ょ

順じ
ゅ
ん

戦
や
奉ほ
う
て
ん天
会
戦
な
ど
で
亡
く

な
っ
た
越
生
町
出
身
の
７
人
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑

は
大
正
６
年
に
越
生
尋
常
高
等
小

学
校
敷
地
内
に
設
置
後
、
昭
和
22

年
（
１
９
４
７
）
に
法ほ
う
お
ん
じ

恩
寺
境
内

に
移
転
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

〔
碑
表
〕
忠
魂
碑
／
安
正
書
／
富

亀
巌
刻

〔
碑
裏
〕
明
治
三
十
八
年
三
月
九

日
清し
ん
こ
く国
奉
天
西
北
方
田で
ん
ぎ
と
ん

義
屯
附
近

ニ
於
テ
戦
死
　
陸
軍
歩
兵
軍
曹
勲

七
等
功
七
級
　
石
井
角
造
／
明
治

三
十
八
年
三
月
九
日
清
国
奉
天
西

北
方
田
義
屯
附
近
ニ
於
テ
戦
死

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
功
七
級
　

長
島
新
太
郎
／
明
治
三
十
七
年
八

月
七
日
清
国
盛せ
い
き
ょ
う
し
ょ
う

京
省
泥で
い
が
し

河
子
附
近

ノ
戦
ニ
於
テ
負
傷
シ
野
戦
病
院
ニ

於
テ
死
亡
　
陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲

八
等
　
木
村
實
作
／
明
治
三
十
七

年
八
月
二
十
一
日
清
国
盛
京
省
水す
い

師し
え
い営
南
方
高
地
ニ
於
テ
戦
死
　
陸

軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
　
神
田

作
次
郎
／
明
治
三
十
七
年
九
月

二
十
一
日
清
国
盛
京
省
太た
い
へ
い
こ
う

平
溝
東

南
高
地
ニ
於
テ
戦
死
　
陸
軍
歩
兵

一
等
卒
勲
八
等
　
木
村
平
次
郎
／

明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日

清
国
盛
京
省
寺じ
じ
こ
う

児
溝
西
方
約
千
米

突
高
地
ニ
於
テ
戦
死
　
陸
軍
歩
兵

一
等
卒
勲
八
等
　
酒
本
米
作
／
明

治
三
十
八
年
六
月
七
日
清
国
安あ
ん
と
ん東

県け
ん

ニ
於
テ
発
病
同
年
九
月
二
十
七

日
東
京
予
備
病
院
澁
谷
分
院
ニ
於

テ
死
亡
　
近
衛
工
兵
二
等
卒
　
柴

﨑
森
三

　

故
郷
に
帰
っ
て
き
た
兵
士
達

　
梅
園
神
社
に
は
日
露
戦
争
の
凱

旋
記
念
の
碑
も
建
っ
て
い
ま
す
。

〔
碑
表
〕
日
露
戦
役
紀
念
碑
／
海

軍
大
将
東と
う
ご
う
へ
い
は
ち
ろ
う

郷
平
八
郎
書

〔
碑
裏
〕
忠
勇
／
埼
玉
県
入
間
郡

長
　
正
六
位
勲
五
等
嶋
﨑
廣
太
郎

謹
書
／
本
碑
ハ
明
治
三
十
七
八
年

戦
役
ノ
際
、
梅
園
村
恤じ
ゅ
っ
ぺ
い兵
義
会

ト
称
ス
ル
団
体
ヲ
起
シ
、
之
レ
カ

巨
額
ノ
醵き
ょ
き
ん金
ヲ
為
シ
応
召
軍
人
及

遺
家
族
ヲ
慰
問
シ
、
其
幾
分
ノ
剰

予
金
ト
発
起
者
ノ
寄
附
金
ト
ヲ
以

テ
本
村
内
凱
旋
軍
人
ニ
シ
テ
名
誉

ノ
勲
記
功
記
並
ニ
従
軍
記
章
ヲ
賜

リ
タ
ル
其
芳
名
ヲ
彫
録
シ
、
以
テ

永
遠
ノ
紀
念
ト
シ
、
明
治
四
十
年

十
一
月
三
日
茲
ニ
之
ヲ
建
設
シ
タ

ル
所
以
ナ
リ
／
※
梅
園
村
出
身
の

帰
還
兵
74
人
（
津つ

久く

ね根
７
人
、

大だ
い
ま満
７
人
、
黒く
ろ
や
ま山

16
人
、
龍た
つ
が
や

ヶ
谷

５
人
、
小こ
す
ぎ杉

11
人
、
堂ど
う
や
ま山
２
人
、

上か
み

谷や
つ

16
人
、
麦む
ぎ
は
ら原

10
人
）
の
氏
名

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
※
碑
文
の
旧
字
や
異
体
字
は
新
字
に
改

め
、
空
白
・
ル
ビ
・
注
釈
等
を
補
っ
た
。

小学校から移転された忠魂碑（大字越生の法恩寺境内）

大字上谷の馬頭尊（明治28年〈1895〉３月建立）

梅園神社（大字小杉）の忠魂碑（大正５年〈1916〉11月建立）

梅園神社の日露戦役紀念碑（明治40年〈1907〉建立）
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Pick up

おごせ教育　６月７日（水）に、４年生が社会
科見学として大満浄水場に行きま
した。越生町の水道水はどのよう
に作られるのか、一日で作られる水
道水の量はどのくらいなのか、さら
に働いている職員の方の願いはど
ういうものか、など質問も交えて施
設の説明をしていただきました。

　６月22日（木）、23日（金）
に、今年で28回目を迎える立志
発表会が行われました。自らの進
路を真剣に考え、自分の将来につ
いて一人一人が熱く語りました。発
表後、参観者から体育館に響き渡
る大きな拍手が送られました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等に
参加する子供たちを写真で紹介する
コーナーです。

越 生 中 学 校

　６月14日（水）は、１～３年生が梅
干しづくり体験教室を行いました。梅
のへたを竹串で取り除いたり、樽に塩
と梅を交互に入れてつけたり、真剣に
取り組むことができました。最後にみ
んなで「おいしくなーれ！」とおまじ
ないをしてふたをしました。できあが
りが楽しみです。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育307

越生中学校

「感動と笑顔があふれ

　  温かみのある学校」

　
越
生
中
学
校
は
、
本
年
度
、

生
徒
数
二
百
十
名
、
教
職
員
数

三
十
一
名
で
、
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。校
訓
は「
立
志
」、

学
校
教
育
目
標
は
「
自
立
の
力
を

育
む
」
で
す
。

　
そ
し
て
、
全
て
の
生
徒
に
居
場

所
が
あ
り
、
思
い
や
り
や
優
し
さ

に
包
ま
れ
た
温
か
い
雰
囲
気
の
中

で
、
授
業
や
部
活
動
、
学
校
行
事

等
に
、
そ
れ
ぞ
れ
全
力
を
注
い
で

い
け
る
よ
う
、
目
指
す
学
校
像
を

「
感
動
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
温
か

み
の
あ
る
学
校
」
と
し
ま
し
た
。

生
徒
の
主
体
的
な
取
組
を
大
切
に

し
、
認
め
、
励
ま
し
な
が
ら
、
①

志
を
立
て
、
自
ら
学
ぶ
生
徒
②
思

い
や
り
と
感
謝
の
心
を
持
つ
生
徒

③
体
を
鍛
え
、
が
ん
ば
り
抜
く

生
徒
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
大
事
に

し
て
き
た
「
越
中
生
と
し
て
の
自

信
と
誇
り
」
は
、
今
も
生
徒
た
ち

の
心
の
中
に
し
っ
か
り
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
上
級
生
が
良
い
手
本
と

な
り
、
下
級
生
を
や
さ
し
く
丁
寧

に
導
く
こ
と
も
、
越
生
中
学
校
の

良
い
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。
母

校
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
育
て
、や
が
て
地
域
の
た
め
、

世
の
中
の
た
め
に
、
大
い
に
活
躍

で
き
る
人
財
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

越 生 小 学 校

20


